
　　いざ、広島へ
■夫人足の徴集
□徴集の申渡し⇒慶応元年 11 月 10 日、勘定奉行より。大坂代官･近江代官支配等、畿内幕領全て

・人足の選定……村高 1000 石につき 5人ずつ、壮健な者。うち 25 人に 1人宰領、よく働く者

　　　　　　　   全体の取締役として手付か手代をつける

・手当……留守中、耕作者雇い入れ賃相当額（1年に金 20 両の日割支給）⇒出立時に 60 日分先払

　　　　　　　　   家族の不慮の事態にも対応

　　　　   現地生活費「菜代」1日銭 100 文（宰領 200 文）を毎日支給

・支給品…蒲団（貸与）、印付き袷半天、股引、脚絆、鷹野足袋（各自現地調達代金 2朱･銭 100 文）

　　　　  雨具（竹の皮製笠と蓑、ござ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 史 1･2]

□摂河泉惣代集会⇒11 月 11 日、人足差出方及び郡中からの弁金等につき取り決める

・14 日までに代官所付き郷宿へ参集の旨、達…郡中惣代より急廻状を出す

・両代官所へ、郡中入費（支度・餞別金）を借りる（立替え後払い）…11 月 14 日

■大坂から広島へ
□部隊編成⇒派遣第 1陣の幕府陸軍中、歩兵隊付きの輜重部隊として同行

・先隊（11 月 15 日午前 6時出発）…歩兵 1大隊、騎兵 1小隊、歩兵隊付き人足 108 人

　　　　   ―人足先導：三杦泰次郎 [ 史 3]　道中で人足合流、宰領 (7) 合わせ 171 人　[ 表 4]

・後隊（11 月 16 日出発）…歩兵 1大隊、小筒組 3小隊（大炮 8門附属）、歩兵隊付き人足

　　　　　　　　　　　　　　　　　―池山新平、清田瀬十郎引率、宰領 (10) 合わせ 261 人　　　

□当日の様子

・1グループ 7、8人（谷町･鈴木町混合）で棹付き長持と鐶付き背負い箱を運搬

　　　　   ―荷物が重すぎて上がらず、重量･人数を組みなおす（人足追加）[ 史 4]

□道中の様子

・追人足 64 人が合流、急病人 2人発生。天候は良好 [ 図 1]

・18 日間で広島着（12/３朝海田市出発、隊列整え午後 2時現地入り）

・手代は旅館（三杦＝播磨屋町の商人宅）、人足 &才領は平塚村庄屋宅へ（のち、各寺へ）

　  広島での奮闘
■手代の仕事にみる、人足たちの暮しぶり
□現地役所との折衝

・仮勘定所へ出勤　　

・出張所との取次（江戸馬喰町御用屋敷詰代官佐々井半十郎、倉敷代官桜井久之助）

・大坂役所（手付・担当の郡中惣代）との協議、指示伝達
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『新修大阪市史 本文編』第 10 巻歴史地図 4をもとに作成。

記入できない村名 ( 数字 ) は略。詳細は引用元地図をご参照ください。


